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1.は じめ に

平成27年 度現在,779も の大学が存在 している[1].大

学への受験者は,自 分の学力と大学の難易度を比べ志望

校を決めている.し かし,大 学で学べる内容も多岐にわ

たってお り,自 分の目指すことが出来る一番難易度の高

い大学を受験し,そ こに進学を決めた場合に,例 えば,

プログラムに興味がないにもかかわらず情報科へ進学す

るような進学ミスマッチもおこる。また,将 来取 り組み

たい仕事を決めて,そ れについて勉強や研究をすること

を目的に大学を選ぶ学生もいる。しか し,現 在,大 学ご

とにどのような研究を している研究室があるかをまとめ

た情報は存在 しておらず,受 検者が志望大学を選択する

際に,自 分の興味のある研究を行っている研究室が,ど

の大学にあるのかを探すことは困難である.

大学における研究室の情報を得るためには,大 学の研

究室Webペ ージが有力な情報源となる.し かし,大 学の

研究室Webペ ージへのリンクを大学Webペ ージの トップ

ページから探すことは手間がかかるうえに,大 学ごとの

Webペ ージの構成が異なるため,す べての大学で同じ手

順をたどって研究室Webペ ージを閲覧できるわけでもな

い.ま た,大 学の研究室Webペ ージを 「研究室一覧」とい
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う形 で掲載 してい る大学Webペ ー ジもあるが,そ の よ う

な大学 は ごく一部 であ る.

そ のた め本研 究で は,大 学Webペ ー ジか ら研究室Web

ペ ー ジを 自動 的に識別 し,抽 出す ることを目的 とす る.

本 研 究では,ま ず大学Webペ ー ジか ら,研 究室Webサ イ ト

の トップペー ジを抽 出す る(以 降,研 究室Webサ イ トの

トップペ ージを,研 究室 トップペ ージ と記述す る.).そ

して,抽 出 した研 究室 トップページか ら リンクをた どる

ことで,そ の研 究室Webサ イ トを構成す るHTMLフ ァイ

ル を入手 し,研 究室Webペ ー ジを抽 出す る.そ れに よ り,

大 学 ごとに研 究室Webペ ー ジの一覧 を 自動的 に生成 で き

る.さ らに,研 究室Webペ ー ジのHTMLフ ァイル集 合か

ら抽 出 した情報 を対象 に した検 索システム を構 築 した.

それ に より,大 学受験者 の興味のあ るキー ワー ドに関連

す る研 究室 を素早 く検 索す ることが可能 とな る.例 えば

「テキス トマイニ ング」に興 味があ り,「テキス トマイニ

ング」の研究 を してい る研究室 の一覧 を得 たい場合 でも,

本 研 究に よる検 索システムにて 「テキス トマイニ ング」

で検 索す る ことで,テ キス トマイニ ングを研 究 してい る

研 究室 を検 索でき る.そ の よ うな情報は志望大学 を決 め

る うえでの助 けにな ると考え る.

2.関 連 研究

関連研 究 と して,酒 井 らは企 業Webペ ー ジか ら企 業 と

関連 のあるキー ワー ドを抽 出 し,そ のキー ワー ドを検索
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対象とした企業検索システムを提案した[2].ま た酒井ら

は,企 業の決算短信PDFか ら業績要因を抽出し,抽 出 し

た業績要因を検索対象とした決算短信検索システムを提

案している[3].文 献[3]は,企 業Webペ ージから決算短信

PDFを ダウンロー ドできるIR'tE報ページを,SVMを 使用

して自動的に識別している。それに対 し,本 研究で対象

とした大学Webペ ージからの研究室Webペ ージの抽出で

はSVMの みでは困難であり,様 々な規則を適用 している.

文献[2]に対 して本研究は,大 学Webペ ージから研究室 ト

ップページのURLを 自動的に抽出する必要があ り,企 業

Webペ ージ全体を使用 した文献[2]の研究とは異なる.山

田らは,シ ラバスデータの収集に着 目し,効 率良く収集

する方法と収集 したページの精度を向上する方法につい

て考察している[4].そ れに対 して本研究では,大 学Web

データに対 してSVMを 用いて研究室 トップページを自

動識別 し,さ らに,研 究室 トップページの特徴に基づいた

規則を適用することで,研 究室 トップページを抽出した.

3.大 学Webペ ー ジか らの研究室Webペ ージの抽出

3.1研 究 室 トップページの抽出

本研 究では,ま ず大学Webペ ー ジか ら研 究室 トップペー

ジを抽出 し,抽 出 した研 究室 トップページか ら リンクを

た どることで研究室Webペ ー ジを抽 出す る.本 研 究では

737大 学 分の大学Webペ ー ジ を取得 し,フ ァイル数は合

計で6,213,402個 のHTMLフ ァイル を取得 した.な お,1

つ の 大学 あ た りの取得 す るHTMLフ ァ イル 数 の上 限 を

25,000と した.

大 学Webペ ー ジか らの研 究室 トップペ ージの抽 出は,

ま ずはSVMを 用 いて抽 出を行 う.こ こで,学 習用デー タ

として,手 動で収集 した36個 の研 究室の トップペー ジ

を選別 し,素 性 として名 詞 を使用す る.し か し,研 究室

の トップページのみでは素性 と して利用で きる名詞が少

ないため,手 動で収集 した研 究室の トップページ と,そ

の トップページに対す るサブページ(ト ップペー ジの リ

ンク先のページ)を 取得す る.収 集 した36の 研究室の ト

ップページに対 して,そ のサブページは合計242ペ ー ジ

であった.そ して,手 動で選別 した研究室 トップペー ジ

と,そ のサブページに対 して形態素解析 を行い,名 詞 を

抽 出す る.

次 に,素 性 選択をす るために,各 名詞の出現頻度 を求

め る.研 究室 トップページやサブページ に多 く出現 して

い る名詞 は研 究室 トップページ を識別す る特徴的な名詞

であ ると考え る.し か し,出 現頻度は高いが有用な素性

にな らない と判断 され る名 詞(例 えば,「 日本」 「田中」)

もあった.そ の よ うな名詞 はス トップ ワー ドとして素性

か ら除外 した.そ して,ス トップ ワー ドを除 く,出 現頻

度 が100以 上 の名詞 を素性 とす る.

手 動で収集 した36個 の研究室 トップペー ジを正例 とし,

36個 の大学 トッフ.ペー ジを負例 としてSVMで 分類器 を生

成す る.こ の際,1つ の研 究室 トップペー ジとそのサブペ

ージか ら1つ の素性ベク トル を生成 した .負 例 も正例 と同

様 に,1つ の大学 トップペ ージ とそのサブページか ら1つ

の素性ベク トル を生成 した.そ して,737大 学 の各大学Web

サ イ トを構成す るHTMLフ ァイル をテ ス トデ ータ と し,

SVMに よ り研究室 トップページを抽 出す る.

3.2URLリ ン クによる研 究室 トップページの選 別

SVMに よ り抽 出され たWebペ ー ジには,研 究室の トッ

プペ ージではな く,例 えば研 究室のメ ンバー紹介の よ う

な,研 究室 トップペ ージの下位 のペ ージ(以 降,研 究室

サブペ ージ と定義す る)が 多 く含 まれていた.そ こで,

精 度 の向上のために,SVMで 抽 出 され たWebペ ー ジに出

現 す るURLリ ン クを取得 し,多 く出現す るURLのWebペ

ー ジを研 究室 トップペ ージ とす る.こ れは,研 究室サブ

ペ ージに含 まれ るURLリ ン クには研 究室 トップページへ

の リンクが多 く,そ の出現頻度 が高ければ,研 究室 トッ

プペ ージであ る可能性 が高い とい う仮 定に基づ く.以 下

に慶応 大学のWebペ ー ジか ら研 究室 トップペー ジ と識別

され たペ ージにおけ るURLリ ン クとその頻度 を取得 し,

頻 度 が上位 の リンクのURLと そ の出現頻度 を示す(表1).

表1取 得 した リンクの例

取得 した リンクのURL 頻度

http://www.keio.acjp/ 3692

http://www.keio.acjp/index-en.html 3611

http://www.keio.acjp/indexjp.html 2786

表1よ り,こ の処理 において抽 出 されたURLは,実 際に

は大学 トップペ ージや 学部 の トップペ ージの出現頻度が

高かった.そ のため,こ の取得 したURL集 合 とSVMに よ

り抽 出 されたWebペ ー ジのURL集 合 の積集合 を,研 究室

トップペ ージ とす る.こ れは,本 手法 によるSVMで は 大

学 トップペ ージが負例 となってい るため,生 成 された分

類器 では研 究室 トップペ ージ と識別 されないか らであ る.

3.3規 則 による研 究室 トップペー ジの選 別

3.2節 で 述べた よ うに,SVMで 抽 出 したWebペ ー ジには,

研 究室 トップペ ージではな く,研 究室サブページ も多 く

含 まれ てお り.そ れ らを除 く必要があ る.本 節 では,い
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くつかの規則 を適用す ることで研究室 トップページの選

別 を行 う.以 下に選別 手法を示す.

Step1.大 学Webサ イ トか らSVMに て 研究 室 トップペー

ジ と識別 されたWebペ ー ジのURLを/で 区切 り,要

素数 が少ない順 に ソー ト

Step2.Step1に て 並 べ られ た 順 に,URLに 対 応 す る

HTMLフ ァイル のタイ トル を取得

Step3.Step2で 取 得 されたタイ トル に 「研究室」,「Lab」,

「LAB」,「lab」 が含 まれ ている場合,そ のURLを 研

究室の トップページ と判定.た だ し,既 に研究室の

トップページであ ると判定 されたURLを 含 むURLの

ペ ージは,そ の研 究室のサブページであ ると判定 し

削除.ま た,タ イ トルに 「研 究室紹介」,「研究室マ

ップ」,「研 究室一覧」を含む場合,そ のペー ジは研

究室 トップページでない と判定 し削除.

Step4.Step2か らStep3を 全 てのHTMLフ ァイル に対 し

て繰 り返す.

研 究室 トップページのURLの 長 さは一般的 にそれ ほど

長 い ものではない.そ こで,Steplと して,抽 出 された

Webペ ー ジのURLか らhttp://を除 いた文字列 を,/を 区切

り文字 として分割 し,分 割 された要素の数が少ない順 に

並べ る.そ して,Step3と して,研 究室 トップペー ジで

あ ると判定 され たURLを 含 むURLのWebペ ー ジは,そ の

研 究室のサブページであ ると判定 し削除 した.例 えば,

表2に おいて 「http://iui.ci.seikei.ac.jp/」が 研究室 トップペ

ージ として判定 されれば
,以 降,そ のURLを 含 むサブペ

ージが抽 出結果か ら削除 され る.

表2ト ップペー ジとサ ブペー ジの例

URL ページ

種類

http://iui.ci.seikei.ac,jp/ トップ

ペ ージ

http://iui.ci.seikei.acjp/internal/index.htmlサブ

ページ

http://iui.ci.seikei.acjp/member/index.html サブ

ページ

4.実 装

のWebペ ージから本手法にて抽出 した研究室 トップペー

ジのURLと 研究室名をいくつか示す.

表3抽 出された研究室 トップページの例(成践大学)

研究室名 URL

知的インタフェー

ス研究室

http:〃iui.ci.seikei.acjp/

材料力学研究室 htq):〃www.sd.seikei.acjp/lab/zairiki/

言語情報研究室 http://www.ci.seikei.acjp/sakai/

さらに,抽 出 した研究室 トップページを用いて研究室検

索システ ムを作成 した2。 本 システムは,研 究室 トップペ

ージ と
,ト ップペー ジか らリンクをた どった研究室サブペ

ージのHTMLフ ァイル集合 を研究室Webペ ー ジ とす る.そ

して,そ のHTMLフ ァイル集合か ら文献[2]の 手 法を使用 し

てキー ワー ドを抽 出し,そ のキー ワー ドを検索対象 とした

研究室検索システムである.図1に 本 システムにて 「テ キ

ス トマイニング」で検 索 した場合の検索結果 を示す.

LgglfLbrylbryhy
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httpみ榊hdIbp'

所 属 青lu学 院 入 掌

12・T。PP・g・1中 川研究室

ノ キ,く1マ で_ン ク(597),ノ キ.〈tマ イ_ン グ ツ ー ル(078).ノ キ.く1マ イ_
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httpノ・榊rdlltcu-!okyoaCJpi

所 属 ・中 尿 大 学

■3・ss情 報研究室{酒嬬 之)・ntK大学 ・理工学部 ・情報科学科
アIKtマ で 一ン グ(256),丁1,くtマf'"枝 衙(072),ア1,く1マfン

イノ1並争h等(026),

httpl'INWWCISelkelaCIPtSakati

戸Jirs:成 践 大 学

図1研 究室検索システム

検 索結果 として,「 テキス トマイニ ング」と関連のあ る研

究室 と,そ の所属 してい る大学が表示 され る.研 究室名

をク リックす ると,そ の研 究室 トップペ ージ を閲覧す る

ことができる.な お,検 索結果 におけ る研 究室の ランキ

ングは,文 献[2]の キ ー ワー ド抽 出手法に よるキー ワー ド

のス コアに基 づ く.

本研 究を実装 し737大 学 のWebペ ー ジか ら9,ll5の 研

究室 トップページを抽出 した.本 手法の実装 にあた り形

態素解析器 としてMeCablを 使 用 した.表3に 成膜大学

5.評 価

本研究の評価を行い,本手法の精度 と再現率を求めた.

ihttp://mecab.googlecode.com/svn/trunk/mecab/doc/index.html 2http://hawk.ci.seikei.ac.jp/Lilas/
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評価 用の正解 データは,あ る大学の学科 ごとに,そ の学

科に属す る研 究室 トップページ をすべて人手で抽出 して

作成 し,大 学の学科 ごとに本手法の精度,再 現率 を求 め

た.こ れは,1つ の 大学にお ける研究室の数は多 く,大

学 ごとに全ての研 究室の トップページ を人手で作成す る

には膨大な労力を要す るか らであ る.な お,正 解デー タ

は7学 科(7大 学)か ら作成 した.表4,表5,表6に,

本 手法1,本 手 法H,本 手 法皿の精度 ・再現率の一部 と

7大 学(7学 科)の 平均を示す(表4に のみ対象 と した

大学の学科名 を併記す る.).こ こで,本 手法1は3.2節

の 処理を行 わなかった手法,本 手法IIは3.2節,3.3節 の

処理を行った手法,本 手法 皿はSVMに よ る抽出のみの手

法(す なわち,3.2節,3.3節 の 処理 をともに行わない)

で あ る.

表4本 手法1の 精度 ・再現率

再現率 精度 F値

成瞑大学晴 報科学科) 60.0% 85.7% 0,706

豊橋技術科学大学晴 報 ・

知能工学系)

81.4% 83.3% 0,824

東京工業大学(物理学科) 45.5% 76.9% 0571

7大 学(7学 科)の平均 65.5% 85.0% 0,740

表5本 手法1の 精度 ・再現率

再現率 精度 F値

成膜大学 60.0% 100.0% 0.75

豊橋技術科学大学 465% 90.9% 0,615

東京工業大学 27.3% 85.7% 0,414

7大 学(7学 科)の平均 42.2% 90.9% 0,576

現 率 が大 幅に減少 して しまった と考 える.2つ の手法 に

つ いて,再 現率 と精度のF値 を比較す る と,本 手法1のF

値 約0.740に 対 して,本 手法IIのF値 は約0.576で あ った

ことか ら,本 手法1の 方 が良好 な結果 であ ると言 える.

しか し,本 手法1の 再現率 は約65%で あ ることか ら,抽

出 され ていない研 究室 トップペ ージ も多 くあ る.抽 出 さ

れ ない原 因は以下の ように考え る.

●研 究室 トップペ ージのHTMLフ ァイル の タイ トルに

「研 究室 」や 「Laboratory」 が 記述 されていない.

●研 究室 トップペ ージであ るが,ペ ージが英語で記述 さ

れ ているため,本 手法におけ るSVMの 素性 が含 まれ

てお らず抽 出 され ない.

● 大学Webペ ー ジを取得す る際に1つ の大学あた りの

取得す るHTMI.フ ァイル数 の上限を25,000と した.

そ のため,取 得 したデータに研 究室のペ ージがない.

以 上の原 因に より,研 究室が抽 出 されてい ない と考 える.

そ のため,ま ず は,よ り多 くの大学Webペ ー ジを取得 す

れ ば,再 現 率を上げ ることができ ると考え る.

7.ま と め

本研究では,大 学Webペ ー ジか ら研究室Webペ ー ジを抽

出す る手法を提案 した.抽 出にはSVMを 用 い,さ らにいく

つ かの規則 を適用 した.評 価 の結果,本 手法1で は再現率

655%,精 度85.0%,本 手 法llで は再現率42.2%,精 度90.9%

を得 ることができた.さ らに,抽 出 した研究室 トップペー

ジを使用 して,研 究室検索システムを構 築 した.今 後 は,

よ り多 くの大学Webペ ー ジを取得 し,そ のデータに対 して

本手法 を適用す ることで,再 現率の向上 を目指す.

表6本 手法皿の精度 ・再現率

再現率 精度 F値

成瞑大学 60.0% 2.84% 0,054

豊橋技術科学大学 86.0% 0.92% 0,018

東京工業大学 63.6% 3.07% 0,059

7大 学(7学 科)の平均 75.0% 6.47% 0,119

6.考 察

評価 結果か ら,本 手法1に よる再現率 は約65%,精 度

は約85%,F値 は 約0.740と 比 較 的,良 好な結果 を示 した.

本 手法llで は3.2節 で 説明 した処理 を行 った ことによ り

精度は約5%増 加 したが,再 現率が23%ほ ど減少 して し

まった.そ の理 由 として,3.2節 の 処理 によ り誤ったペー

ジが省 かれた ことに よ り精度が向上 したが,研 究室 トッ

プページ も省 いて しまったため,本 手法1と 比べ ると再
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